
平成１６年８月７日（土）

■シンポジウム「川の自然再生を考える」

　10：30～16：00　

平成１６年８月８日（日）

■現地見学会 「豊岡・円山川の自然再生」

　8：30～12：00　
■フォーラム

  「円山川の自然再生に関するフォーラム」

　12：45～16：00　

円山川は、兵庫県朝来郡生野町円山に源を発し、豊岡市の津居山で日本海に注ぐ一

級河川です。過去には豊岡盆地一帯は低湿地で、昭和30年代までは、コウノトリ等の

餌場となっていました。

支川の鎌谷川流域の「コウノトリの郷公園」では、国の特別天然記念物であるコウノト

リを保護・増殖し、その野生復帰を図る取り組みが行われています。「コウノトリの郷公

園」で人工飼育されたコウノトリは、現在 100羽を超えており、平成17年度から試験放

鳥を実施する予定です。

そのため、兵庫県と豊岡市では、地域住民が主体となった「コウノトリ翔る地域まるごと

博物館」構想計画を推進し、野生復帰に向けての総合的な取り組みについて、「コウ

ノトリ野生復帰連絡推進協議会」で検討を進めています。

また、国土交通省豊岡河川国道事務所及び兵庫県豊岡土木事務所では、円山川水

系における生態系の多様性を保全・再生・創出することを目的として、豊岡盆地やそこ

を流れる河川における「円山川水系自然再生計画」を策定しています。これには、専門

的知識を有する学識経験者のご指導、地元住民の方々のご協力が不可欠であると考

え、委員会を設置して取り組んでいます。

今年は、円山川水系自然再生計画が策定され、コウノトリの試験放鳥が翌年に予定さ

れていることから、国土交通省・兵庫県・豊岡市・兵庫県立人と自然の博物館・応用生

態工学会が協力して、豊岡市と円山川を中心に本ワークショップを企画しました。広く

円山川水系の豊岡盆地をはじめとする河川の自然再生計画について知っていただく

ことなどをねらいとし、我が国の自然再生先進地の事例の紹介や現地見学を含む盛り

だくさんの内容になっています。奮ってご参加ください。

なお、シンポジウム・現地見学会・フォーラムは別々の行事となっていますが、ぜひ連続し

た内容としてご参加ください。
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円山川水系自然再生計画
ワークショップのご案内
円山川水系自然再生計画
ワークショップのご案内

■シンポジウム「川の自然再生を考える」　

豊岡会場へ移動

兵庫県の取り組みや他県の事例を紹介し、講演者との質疑を通して

今後の河川の自然再生について考える場とします。

日時　平成１６年８月７日（土）10:30～16:00   　　
場所　兵庫県立人と自然の博物館      ホロンピアホール（兵庫県三田市）

　　　兵庫県三田市弥生が丘６丁目（神戸電鉄「フラワータウン駅」下車すぐ）

定員　先着300名　　参加費　１,０００円　申込締切　平成１６年７月２３日（金）

主催/共催　兵庫県立人と自然の博物館、兵庫県県土整備部、応用生態工学会

後援　国土交通省近畿地方整備局

・挨　拶　：　「自然をよみがえらせるとは」岩槻邦男氏（人と自然の博物館長）

・講演１　：　「北海道の川を蘇らせるためには、今何をすべきか」中村太士氏（北海道大学教授）

・講演２　：　「松浦川アザメの瀬の自然再生」尾澤卓思氏（国土交通省武雄河川事務所長）

・講演３　：　「兵庫県における川の自然再生に向けた取り組み」西川孝晴氏（兵庫県河川計画課）

・講演４　：　「自然再生と魚類群集」田中哲夫氏（兵庫県立大学/人と自然の博物館）

・講演５　：　「コウノトリの野生復帰を目指して」池田啓氏（兵庫県立大学/コウノトリの郷公園）

・質疑応答

兵庫県立人と自然の博物館　担当：江崎　

TEL 079-559-2003　FAX 079-559-2033　　

URL http://www.hitohaku.jp/　

三田市→豊岡・城崎へ移動

セミナー終了後、豊岡・城崎方面へ移動する方のためにバスを用意しています。

費用：３,０００円　申込先：応用生態工学会大阪（パンフレットの裏面をご覧ください）

●お問い合わせ先

８月７日

（土）

セミナー内容

企画展「川のしくみ」開催中　～平成16年9月26日迄

模型や標本をつかって、川のしくみをわかりやすく解説します。ギャラリートークや観察会などのイベントがあります。

詳しくはＨＰをご覧下さい。
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日時　平成１６年８月８日（日）12：45～16：00
場所　豊岡市民プラザ　多目的ホール「ほっとステージ」（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階）

主催／共催　国土交通省近畿地方整備局、兵庫県、豊岡市

後援　応用生態工学会

足立敏之（国土交通省近畿地方整備局企画部長）／中貝宗治（豊岡市長）

■現地見学会「豊岡・円山川の自然再生」

■フォーラム「円山川の自然再生に関するフォーラム」

円山川や豊岡盆地などの自然再生の現場を実際に見て学びます。

いろいろな方に参加していただき、見て聞いて思った事を、

豊岡から全国へ発信していただく機会にしたいと思います。

日時　平成１６年８月８日（日）8:30～12:00   
場所　山陰本線城崎駅（8：00出発）、豊岡駅（8：30出発）

　　　コウノトリの郷公園、円山川など（貸切バスで移動）

定員　先着50名　参加費　1,０００円　申込締切　平成１６年７月２３日（金）

主催／共催　応用生態工学会/兵庫県立人と自然の博物館

後援　国土交通省近畿地方整備局

応用生態工学会大阪（（株）水建設コンサルタント河川計画部内）　担当：古川

TEL 06-6242-0350  FAX 06-6242-0884 　E-mail: kasen@pure.ne.jp

円山川の自然再生に関するフォーラム事務局（（株）MC＆P内　自然再生フォーラム係）　担当：川崎

　  0120-060-399　FAX 06-4706-3323　E-mail：kawaomoi@pub.mcp.co.jp

応用生態工学会事務局

TEL 03-5216-8401  FAX 03-5216-8520 　E-mail: see@blue.ocn.ne.jp

８月８日

（日）

８月８日

（日）

フォーラム内容
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「今、鳥の保護で問題になること」
山岸哲氏（山階鳥類研究所長/コウノトリ保護・増殖（野生化）対策会議委員長）

「釧路湿原での自然再生：環境と社会・経済とのバランスをいかにとるか」
中村太士氏（北海道大学教授）

「円山川の自然再生について」
藤田裕一郎氏（岐阜大学教授/ 円山川水系自然再生計画検討委員会委員長）

池田啓氏（県立コウノトリの郷公園研究部長）

大迫義人氏（県立コウノトリの郷公園主任研究員）　高橋信氏（NPO法人コウノトリ市民研究所理事）

藤田裕一郎氏（岐阜大学教授）　本庄四郎氏（但馬自然史研究会代表）　

山岸哲氏（山階鳥類研究所長/コウノトリ保護・増殖（野生化）対策会議委員長）　

先着300名　　参加費：無料　　申込締切：平成１６年７月２３日（金）　

基調講演

　

講　　演

パネルディスカッション

司　　会

パネラー

（五十音順）

定　　員

■ ミュージカル　出演：但馬ミュージカル研究会　作・演出：　井良純氏

■ 挨　拶 ：

■ 第一部 ：

　　　　

　

■ 休　憩

■ 第二部 ：

　 　　　 ：

　　　　  ：

●お問い合わせ先

●お問い合わせ先



参加申込書

各行事の参加方法・申込要項

連絡先　　　　自宅　　・　　勤務先等　　（いずれかに○）

下記の添付申込用紙に記入の上、ファックスにてお申し込み下さい。Eメールでも受付ます。

お申し込みは応用生態工学会大阪まで。

各行事申込締切：平成１６年７月２３日（金）

宿泊についての手配は、各自でお願いいたします。

［注意事項］

○参加証は発行いたしません。事務局から特に連絡なき場合は、申し込みは受理されたとご了解ください。

○定員による申し込み締切については学会ホームページ（http://www.ecesj.com）に掲載します。

○現地見学会の集合場所の詳細を学会ホームページ（http://www.ecesj.com)に掲載予定です。事前にご確認ください。

ワークショップ内容

氏　名

住　所

Tel Fax

〒　　　　―

専門分野

申込み月日　　　　月　　　　日

A

B

C

D

定員 参加費／支払方法 問い合わせ先

シンポジウム

シンポジウム終了後

豊岡・城崎までバス利用

現地見学会

フォーラム

300人

50人

50人

300人

1,000円

会場で受付時に

 いただきます。

バス乗車時に

 いただきます。

3,000円

1,000円

無　料

兵庫県立人と自然の博物館 

〒669-1546　兵庫県三田市弥生ヶ丘６丁目

TEL  079-559-2003　FAX  079-559-2033　担当：江崎

 URL http://www.hitohaku.jp/　

円山川の自然再生に関するフォーラム事務局

（株）MC＆P　自然再生フォーラム係

〒530-0005 大阪市北区中之島2-2-2　ニチメンビル12Ｆ

TEL  0120-060-399　FAX  06-4706-3323　担当：川崎

E-mail:kawaomoi@pub.mcp.co.jp

応用生態工学会大阪　

〒530-0043 大阪市北区天満2-2-3西孫ビル３Ｆ

（株）水建設コンサルタント河川計画部内

TEL  06-6242-0350  FAX  06-6242-0884 　担当：古川

E-mail:kasen@pure.ne.jp

応用生態工学会事務局

〒102-0083 東京都千代田区麹町4-5　第７麹町ビル25号室

TEL 03-5216-8401  FAX 03-5216-8520    

E-mail:see@blue.ocn.ne.jp

シンポジウム［ 8 月 7 日（ 土 ）  10:30～16:00］

1,000円

シンポジウム終了後、三田から豊岡・城崎までの移動（バス）利用

3,000円

現地見学会［ 8 月 8 日（ 日 ）    8:30～12:00］

1,000円

フォーラム［ 8 月 8 日（ 日 ）    12:45～16:30］

無料

E-mail：

請求書 必要　　※領収書はご用意いたします。○機関の経理に請求書の発行が必要な方は○をおつけ下さい。

Ａ

B

C

D

※参加希望行事に○をして下さい。

バス乗車時に

 いただきます。

申込先：FAX 06-6242-0350   E-mail  kasen@pure.ne.jp


